








(株)下村酒造店プロジェクト ～伝統建築物との関わりを考える会～

姫路市安富町で明治17年の創業より伝わる「手造りに秀でる技はなし」の家訓を守られ、うまい酒には
人を感動させる力があると信じておいしいお酒造りをされている、奥播磨で有名な下村酒造店さま。
そんな下村酒造店さま、お店の木造建物は、外壁や屋根替えなどの建物のお手入れはされているも
のの、昨今の地震対策には不十分と感じておられ、未来に向けて良いお酒を造り続けるためにはどうし
たら良いか専門家の意見を聞きたいと常々考えておられたところでした。

そんな想いを蔵主様にお伝えしたところ、建築士会姫路支部
との共同企画として
「伝統建築物との関わりを考える会」（仮称）を開催する事になりました。

日時）8月1日（火）JR姫路駅バスターミナル（北口）4番乗り場 鹿ｹ壷行き
9時集合 9時15分バス出発

バスで下村酒造店さま→ランチ→バスで姫路駅 （15時頃解散を予定しています。）
参加費：無料 但しバス代、ランチ代は各自ご負担願います。（4,000円程度）

～申し込み～
建築士会姫路支部事務局まで お名前、連絡先をお知らせください。 7/14締切
定員：15名 （先着順、会員限定）
メール：himeji@hyokenkyo.or.jp TEL：079-222-7126 FAX：079-222-7120
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建築士会姫路支部として何かお手伝いすることはないか。
明治の建物を残し、まちおこしのような建築物にならないか。

・酒蔵の耐震
・街並みにあったデザイン

・地域の人とのつながりやまちおこし
これらの内容についてご興味のある方、まずは、内部見学会を行います！

（終了後 試飲会あり！！）


